
 

     素晴らしかった信太中学校体育祭！ 

「心を密に青春しようぜ！～感染なく 心で歓声を～」 

校長 中塚 寿次  

９月１９日（土）に、信太中学校の体育祭が開催されました。数日前までは雨も心配さ

れていましたが当日は晴天に恵まれ、コロナ禍の影響で例年より短い半日での体育祭でし

たが、関わったすべての人の協力でとても素晴らしい体育祭を行うことができました。 

私自身も、今年度が始まって6か月、初めて全校生徒の前でお話しすることができ、とて

も感慨深いものがありました。 

さて、今回の体育祭のスローガンは、「心を密に青春しようぜ！ 

～感染なく 心で歓声を～」でした。団の団結を意識するのはもちろん、 

コロナ対策も意識した素晴らしいスローガンを考えてくれました。 

当日は、スローガンにふさわしい体育祭になりました。それぞれが、ソーシャルディス

タンスなど感染対策に気を付けながらも、心を一つにして、団の勝利に向け全力を尽くす

とともに、とても楽しそうに競技を行っていたことが印象的でした。きっと心を密に青春

できたのではないでしょうか。 

また、当日までの準備でも、よく頑張ってくれていました。団旗や 

入退場門の製作、応援リーダーの朝早くからの練習等、しっかり取り 

組んでくれたからこそ当日に頑張れたのだと思います。 

閉会式でも伝えましたが、体育祭が終わり、団としての競争は終わりました。ラグビー

でいうと試合終了。ノーサイドです。このノーサイドの意味は単に試合が終わったという

ことだけではありません。試合が終われば、敵・味方や勝者・敗者のなどというサイドが

なくなり、一緒に全力を尽くした仲間になる、そして、互いの健闘をたたえ合い、これか

らも一緒に友情を築いていこうというのが「ノーサイド」の精神です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回、学年の枠を超えて準備や応援、競技など、信太中学校のつながりを深めるととも

に、記憶に残る素晴らしい体育祭になったと思います。このような体育祭が信太中学校の

伝統となることを期待しています。 

そして、これからは「ノーサイドの精神」で、信太中学校の全生徒が仲間として、「笑

顔と思いやりあふれる信太中学校」になるように力を合わせ取り組んでいってほしいと思

います。期待しています。 

☆保護者の皆様へ 

「子どもの成長を支援するために」その１ 

以前、上記テーマの講演を聴く機会がありました。その中で、子どもの成長を支援する

ために家庭で心がけるべき大切な視点として、いくつかのポイントが示されていましたの

で、数回にわけて紹介したいと思います。 

（１）「子どもは、人との関係性の中で育ちます。」 

「子どもは、大切な宝です。自分の子どもだけでなく、どの子も大切な存在です。」 

・子どもの成長には、大切にされること・愛されること・必要とされていることが不可

欠です。 

・自尊感情は、成長の土台になります。 

講師の先生は、体育祭などで我が子だけをビデオで撮ったり、ほめたりするのではな

く、クラス全体も観て、クラスの頑張りもほめることが大切だとおっしゃっていました。

学校でも、人との関わりを大切にし、自尊感情や自己肯定感を育みたいと思います。 

「信太中学校ブログ 笑顔と思いやりあふれる信中に！」を公開しています。 

「信太中学校ブログ                「信太中学校 

 笑顔と思いやりあふれる信中に！」           ホームページ」 

日々の子どもたちの様子を           学校だよりをカラー 

ご覧ください。                でご覧ください。 

                                令和２年１０月号 

自律…自ら考え、学び、判断し、行動する自主性のあるたくましい生徒の育成 

努力…努力の過程を大切にし、最後までやり抜くねばり強い生徒の育成 

誠実…自他の人格を尊重し、友情や人間愛によって支えあう優しい生徒の育成 

 

しのだ夢学園 

ともに伸びようとする子 

～みとめる、つながる、高め合う～ 
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体育祭を振り返って  3年生の体育祭のふりかえりの一部（抜粋）を紹介します。 

★団長さんより★ 

最初は不安だったけど、団のみんなのおかげで自信を持てたので、とても感謝しています。みんな

が応援してくれていたので、勇気が出てとても声を出せました。ありがとうございました！！ 

★クラス・団のみんなへ★ 

・優勝はできなかったけど、最高の体育祭でした。残り卒業までみんなで頑張ろう。 

・このクラスでよかったと本当に思います。ありがとう。 

・来年はみんなバラバラになるけど、中学校生活最後の体育祭とても楽しかったよ、ありがとう！！ 

★応援団の取り組み★ 

・団旗もはっぴもかっこよくて、それだけで勝ちたいって気持ちがめばえた。それに加えて、応援合戦

もみんなの声で歌っている音楽での振り付けとか、帰っていくときのダンスもかわいくて、よかった。 

・はっぴも旗も手を凝った分、デザイン賞を取れてうれしかった。団長にも似合っててよかった。応援

合戦は最初１・２年ができるかわからなかったけど、協力してくれて、めっちゃうれしかった。 

・みんなの心が一つになって賞がもらえたのでとてもうれしかった！！ 

・毎日残って、団旗を作ったりダンスの振り付けを覚えたり、大変だったけどすごく楽しかった。 

★自分の成長★ 

・後輩を引っ張っていく大変さを学べた。  ・みんなと協力できた。   ・応援の大切さを学んだ。   

・これからも積極的に参加したい。  ・人との関りをもっと大切にしたいなと思った。 

★感想★ 

・３年生みんなで、このメンバーでできたことが本当にうれしい。最後の体育祭、最高でした。 

・みんなといたら頑張ろうと思えて、元気になれた。あんまり走るのが好きじゃないけど、みんなといる

と思ったら頑張らないと！という気持ちになって、最後まであきらめずに走ろうと思えた。  

・応援リーダーで大変なこともいっぱいあったけど、みんなと楽しみながら作業ができたからよかった。 

・なによりも、みんなと団結し、応援できたことがうれしかったです。  ・いい思い出をありがとう。 

「思いやりがあふれています」 

先日、校区の小学校の保護者の方から連絡がありました。内容は、 

ある日の下校時に小学生が自転車で転倒し怪我をしました。３名の 

本校生徒が通りかかり、その小学生を近くの公園へ連れて行き、水場 

で傷を洗ったり対応をしてくれたりしました。さらに、生徒のうち１人は、 

家の方向が一緒だったので、小学生を家まで送り届けてくれたと言うことでした。小学生の保護者

の方は、とても感謝され、中学校に電話をくれました。 

何気なくしたことかもしれませんが、相手のことを思いやった素晴らしい行動だと思います。この話

を聞き、とても心が温かい気持ちになりました。ありがとう。このような思いやりあふれる行動がどん

どん広がるといいですね。みんなで、「笑顔と思いやりあふれる信太中学校」にしましょう！ 

 

日 曜 １０月行事計画

1 木 3年生第2回実力テスト

2 金 3年生（5，6限）英検　　諸費振替　　SC

3 土

4 日

5 月

6 火

7 水 あいさつ運動（代議員）　　Jアラート

8 木 歯科検診（全学年）

9 金 モアレ検査（1年全員、２・３年対象者）　　SC

10 土

11 日

12 月 おはよう大作戦

13 火

14 水 あいさつ運動（図書委員）

15 木 中間テスト

16 金 中間テスト　　SC

17 土

18 日

19 月

20 火

21 水 あいさつ運動（給食）

22 木

23 金 眼科検診 （1年全員、２・３年対象者）　　SC

24 土

25 日

26 月

27 火 前期各種委員会

28 水 あいさつ運動（環境保健委員）

29 木

30 金 学活（生徒会選挙）　　SC

31 土

※予定です。新型コロナウイルスの感染状況等により、変更が生じる可能性があります。ご理解ください。

信太中学校


